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１．はじめに
１．１　本書の使い方

本書は「簡単伝発」製品を使用する上で知っていただきたい基本的な情報を
記述しています。
基本的な情報とは前提条件、提供機能、制限事項、導入操作方法、設定操作方法、
通常操作通方法などです。
導入時には必ず本書を参照しながら初期動作確認、」設定操作を行ってください。
また本書は「簡単伝発」製品を操作する方だけでなく、製品の購入を検討されてる方
にも機能を知る上で有用です。

番号 作業フェーズ 記述している章

1 導入時 導入操作方法、設定操作方法、

2 通常操作時 通常操作通方法、前提条件、提供機能

１．２　作動環境

PCハードウエア：　デスクトップまたはノートPC　64bit　メモリは4GB以上

OS：　Windows10

プリンター：　Windows10に接続可能なA4用紙に印刷可能なプリンター

１．３　提供機能

番号 機能 記述
1 伝票印刷 入力したデータで即時納品書または請求書を印刷します。

・金額は単価Ｘ数量で自動計算します。指定されたまるめを適
用します。
・消費税対象額、消費税額は合計金額をもとに自動計算しま
す。
・伝票番号は自動でセットすることもできます。

2 外部ファイル入力 データ仕様に従い外部で作成したデータファイルを読み込み伝
票印刷します。

3 外部ファイル出力 画面データを外部ファイルとして保管します。その後画面に読
み込み再利用できます。

１．４　制限事項

番号 カテゴリ 記述
1 印刷 明細の１行目の商品名に入力がない場合、印刷または外部

ファイルへの保存はできません。
2 印刷 不完全な入力であってもエラーメッセージが表示されない場合、

画面のとおり印刷します。例えば商品名のみ入力し、金額など
の入力がない場合です。

3 印刷 画面で明細行の途中に空白行を入れた場合、詰めて印刷しま
す。

4 入力 入力データ中にカンマ、改行などの制御文字を含めることはで
きません。
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２．導入・初期動作確認
製品を購入し、すでに製品への切替キーをお持ちの場合、２．１から読み進めてください。
デモ版で機能を確認する場合は、２．２から読み進めてください。
操作手順に沿って説明いたします。

２．１　製品の切り替え
製品への切り替えを行うことでデモ用画面やデモ用印刷物から製品版としての画面、
印刷物に切り替わります。

（１）プログラム起動
プログラムを起動するとデモ版、プリンタ未設定の情報画面を表示します。
確認ボタンを押下ください。

データ入力画面を表示します。
この画面の下部に製品への切り替えボタンがあるので押下ください。

（２）製品切替画面表示
製品切り替えキーの入力画面を表示します。

（３）切り替えキー入力
入手した切り替えキーを入力してください。
入力後製品切替実行を押下してください。
メッセージを表示し、プログラムは終了します。
プログラムの再起動が必要です。
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２．２　初期動作確認

（１）プログラム起動
プログラムを起動すると情報画面を表示します。
すでに製品に切り替えている場合は、プリンター未設定情報のみ
表示します。確認ボタンを押下ください。

データ入力画面を表示します。
この画面の下部に設定画面ボタンがあるので押下ください。

（２）初期設定
設定画面表示前に操作選択の画面を表示します。
プリンターの設定、消費税の扱いを指定しないと作動できませんので
初期設定は必須です。
カスタマイズを選択してください。
変更者名にご自分の氏名、変更確認キーに　12345 の5桁の数字を
入力し、確認ボタンを押下してください。

設定画面が表示されます。
消費税の扱いを確認ください。
外税の場合　soto 、内税の場合　uchi 。
手入力で変更可能です。
次にプリンターの設定を行います。
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画面上部の伝票印刷関連タブを選択してください。

伝票印刷関連タブ画面が表示されます。
使用プリンターを選択してください。コンボボックスにはＰＣから
使用できるプリンタドライバー名の一覧が表示されます。
DEFAULTのままだと印刷できません。

指定が終わったら設定変更ボタンを押下ください。画面が閉じ
プログラムが終了します。
再度プログラムを起動ください。
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（３）プログラム再起動
プログラムの初期画面が表示されたら外部データ読み込みボタンを押下ください。

（４）外部データ読み込み
初期状態では確認用に1つの外部データしか用意していませんが
選択して開くボタンを押下してください。
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（５）画面入力
データ入力画面に指定した外部データがセットされます。

（６）納品書印刷
印刷ボタンを押下してください。
プリンターに伝票が出力されます。
伝票の形式は初期状態の形式ですので設定で変更可能です。
第6章の印刷伝票で形式を確認ください。

印刷後に処理完了メッセージを表示します。
この画面のボタンで次の画面または処理を選択で金ます。

はい：画面にデータを残します。伝票番号のみ更新します。
いいえ：空の画面を表示します。伝票番号は更新します。
キャンセル：プログラムを終了します。

いいえボタンを押下してください。

再び印刷可能になりますので納得いくまで繰り返し操作が可能です。

（７）テストして作成したデータの削除
動作確認中にはログデータなどが内部で作成されます。
実務では不要なデータですので実務を開始するときには
削除しなければなりません。
プログラムを起動後、設定画面を開いてください。
設定画面の開き方は前述しています。
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設定画面の管理情報関連タブ画面を開いてください。
変更確認キーに　12345 を入力し、印刷保存データ削除ボタンを
押下してください。
これで不要データは削除されました。
実務開始後はこのボタンは使用禁止です。
使用した場合、入力したデータのすべてが失われます。注意ください。

設定変更ボタン押下で画面を閉じます。

２．３　フォルダー構成
導入すると自動的に以下のフォルダーが作成されます。
お客様が通常アクセスできるのはuserdataフォルダーだけです。

番号 フォルダー名 説明

StiSales フォルダーの位置はc:\StiData\StiSalesです。
プログラムが保存されます。アクセス禁止です。
このフォルダーの下に ini, master, logdata, userdata, userprogramのサブ
フォルダーが作成されます。

ini システムで使用する情報が保管されます。アクセス禁止です。
master システムで使用する情報が保管されます。アクセス禁止です。
logdata システムで使用する情報が保管されます。アクセス禁止です。
userdata お客様との間でデータファイルやpdfファイルのやり取りをするフォルダー

です。
印刷ボタンを押下し、ＰＤＦファイル作成を行うとこのフォルダーに出力さ
れますのでここから取り出してください。
PDFファイル名形式：（宛先名）ｙｙｙｙMMｄｄｈｈmmｓｓ.pdf
外部データ読込、外部データ保存ボタンではこのフォルダーのファイルを
対象にします。
外部データファイル名形式：（宛先名）ｙｙｙｙMMｄｄｈｈmmｓｓ.ｃｓｖ

userprogram 将来の機能のために用意されています。現在はアクセス禁止です。
backup 将来の機能のために用意されています。現在はアクセス禁止です。
zipdb システムで使用する情報が保管されます。アクセス禁止です。

２．４　アンインストール
c:\StiData\StiSalesフォルダー内のunins000.exeを起動することで可能です。
またWindowsのアンインストール機能も使用できます。
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３．設定
３．１　設定操作と機能

データ入力画面の下部にある設定画面ボタンを押下すると以下の画面が表示されます。
この画面で設定画面をどのような目的で開くか指定できます。

〇参照：設定画面を参照するため開きます。
〇カスタマイズ：設定画面を更新するために開きます。

変更者名の入力と変更確認キー　12345 の入力が必要です。
変更者名はシステムに記憶されます。

〇システム変更：現在使用できません。

選択、入力後に確認ボタンを押下してください。

設定画面はタブにより4つの画面から構成されます。
描くタブ画面と設定機能に関して記述します。
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「カスタマイズ」タブ画面

番号 画面での名称 使用可否 説明
1 自社情報初期表示番号 不可 将来使用またはシステム内部使用のため
2 商品コードへの

セットする値
不可 将来使用またはシステム内部使用のため

3 消費税の扱い 消費税は外税なのか内税なのか指定してください。
外税の場合"soto"、内税の場合"uchi"。両方必要なら"subete"

外税の場合の消費税計算方法
合計金額＝SUM(金額)
消費税＝合計金額X税率

内税の場合の消費税計算方法
合計金額＝SUM(金額)
合計金額＝消費税＋税抜き金額
消費税＝税抜き金額X税率
消費税＝合計金額＊税率/（１＋税率）

4 まるめ（金額） 数量X単価＝金額の計算時に適用します。金額のまるめ方法を指
定します。
 "1"： 切捨て        "2"：切上げ       "3"： 四捨五入

5 まるめ（消費税） 消費税額の計算時のまるめ方法を指定します。
 "1"： 切捨て        "2"：切上げ       "3"： 四捨五入

6 最大保持
伝票データ件数

不可 システム内に保持する伝票データ明細の最大件数
超えた場合、古いものから順に自動的に削除されます。
現在、システムは選択一覧に表示する為だけに保持しています。

7 履歴明細対象期間 明細の履歴一覧を作成する場合、対象過去のデータの月数を指
定します。

8 入力後動作 print：印刷　伝票を印刷します。印刷データを自動保管します。
save：データ保管　伝票印刷せずデータを保管します。
保管したデータは将来の機能で利用可能になりますが現在は利用
できません。
program：プログラム起動機能は利用できません。
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「伝票帳票関連」タブ画面

番号 画面での名称 使用可否 説明
9 明細行数 不可 将来使用またはシステム内部使用のため

10 使用伝票形式 印刷で使用する伝票形式を指定します。
下記番号を指定してください。第６章に伝票イメージがあります。
１：宛先ラベル＋送り状＋納品書明細６行
２：宛先ラベル＋送り状＋請求書明細６行
３：宛先ラベル＋送り状＋金額なし納品書明細６行
４：正＋控え　納品書明細６行
５：正＋控え　請求書明細６行
６：正＋控え　金額なし納品書明細６行
７：カスタムフォーム１（カスタマイズ用なので使用できません）
８：カスタムフォーム２（カスタマイズ用なので使用できません）

11 使用プリンター コンボボックス内にお客様のシステムに登録されているプリンター
ドライバーを表示します。使用するプリンターを選択してください。

印刷物をPDFファイルに出力できます。そのためシステムはプリン
タードライバーがPDF出力ドライバーであることを認識する必要が
あります。
そのためPDF出力ドライバーをインストールするときに名称には”
PDF”文字を含めてください。Microsoft Print to PDFの場合、正常
作動することが確認されていますのでお勧めします。

12 ロゴ印影表示 １：しない
２：する（ロゴ印影画像がないと指定できません。）
”する”を指定した場合、ボタンを押下して画像ファイルを指定くださ
い。
画像ファイルは内部にコピーされ内部で保管されます。
画像は一辺3cm(120ピクセル)以内の正方形で、bmpファイルでな
ければなりません。

13 伝票画面表示 不可 将来使用またはシステム内部使用のため
14 印刷枚数 不可 将来使用またはシステム内部使用のため
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「自社並びに振込先情報」タブ画面

番号 画面での名称 使用可否 説明
15 下記設定の

使用の有無
不可 将来使用またはシステム内部使用のため

16 インボイス番号 自社情報として入力画面に表示します。

17 郵便番号 同上
18 住所１ 同上
19 住所２ 同上
20 住所３ 同上
21 自社名 同上
22 部署 同上
23 TEL 同上
24 担当者名 同上
25 振込先銀行 振込先情報として請求書に印刷します。
26 振込口座種類 同上
27 振込口座番号 同上
28 振込口座名義 同上
29 摘要 同上
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「管理情報関連」タブ画面

番号 画面での名称 使用可否 説明
30 管理番号 システム全体の伝票管理番号と桁数

指定した番号の次の番号から使用されます。
初期値は"000000"。
管理番号の桁数は指定した数の桁数で判断します。

31 自動伝票番号発行 伝票番号を自動でセットする場合"auto"と指定してください。
手入力する場合は空白にしてください。

32 伝票番号 自動の場合の伝票番号と桁数
初期値は"000000"   この場合"000001"から順にセットされます。
指定した文字数が伝票番号桁数とみなします。

33 マスター機能の使用 不可 将来使用またはシステム内部使用のため
34 変更確認キー 印刷・保存データ削除ボタンを押下するときに入力する必要があり

ます。
設定画面更新時に入力する確認キーと同じものを入力してくださ
い。
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３．２　推奨設定

外税の場合
番号 画面での名称 使用可否 説明

1 自社情報初期表示番号 不可 将来使用またはシステム内部使用のため
2 商品コードへの

セットする値
不可 将来使用またはシステム内部使用のため

3 消費税の扱い soto
4 まるめ（金額） 1
5 まるめ（消費税） 1
6 最大保持

伝票データ件数
不可 10000

7 履歴明細対象期間 3
8 入力後動作 print
9 明細行数 不可 将来使用またはシステム内部使用のため

10 使用伝票形式 2
11 使用プリンター コンボボックス内から使用するプリンターを選択してください。

PDFファイルに出力する場合、Microsoft Print To PDFをお勧めしま
す。無料であること。そして正常に作動することがテストで確認され
ています。サードパーティのＰＤＦドライバーはエラーを起こすものも
あるのでお勧めしません。

12 ロゴ印影表示 1
13 伝票画面表示 不可 将来使用またはシステム内部使用のため
14 印刷枚数 不可 将来使用またはシステム内部使用のため
15 下記設定の

使用の有無
不可 将来使用またはシステム内部使用のため

16 インボイス番号 自社情報として入力画面に表示します。

17 郵便番号 同上
18 住所１ 同上
19 住所２ 同上
20 住所３ 同上
21 自社名 同上
22 部署 同上
23 TEL 同上
24 担当者名 同上
25 振込先銀行 振込先情報として請求書に印刷します。
26 振込口座種類 同上
27 振込口座番号 同上
28 振込口座名義 同上
29 摘要 同上
30 管理番号 000000

31 自動伝票番号発行 auto

32 伝票番号 000000

33 マスター機能の使用 不可 将来使用またはシステム内部使用のため
34 変更確認キー 印刷・保存データ削除ボタンを押下するときに入力する必要があり

ます。
設定画面更新時に入力する確認キーと同じものを入力してくださ
い。
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４．通常操作
４．１　入力画面の説明

データ入力画面の各領域、ボタンの説明です。

４．２　売上入力
売上データ入力には3つの方法があります。
（１）すべてキーボードからの手入力

最初はこの方法での入力になります。

（２）履歴選択
印刷を行うとシステムは印刷済データ（履歴データ）を自動保存します。
このデータを基に一覧を表示するので宛先または商品を選択することができます。
商品の場合数量以外すべてセットされます。数量を入力してください。

設定画面で履歴を作成する直前の月数を指定できます。例えば３を指定した場合、
今月、先月、先々月のデータから一覧を表示します。

（３）外部データ
画面にデータがセットされている状態で外部データ保存ボタンを押下すると画面のデータを
ファイルへ保存することができます。
必要に応じ外部データ読み込みボタンを押下し、ファイル選択すれば画面にデータを
読み込むことができます。キーボードから自由に変更できます。
毎日、似たような内容の伝票を発行する場合に便利です。

管理番号は変更でき
ません。実入力日は
変更可能です。

カレンダーを表示しま
す。実入力日にセットさ
れます。

画面表示されてい
る伝票データの何
枚目かを示しま
す。

外部データ
を選択でき
ます。

次の伝票を
表示します。

画面のデータを外
部データに保存し
ます。

伝票番号
自動セットが可能で
す。

伝票日付
カレンダーを表示し変
更可能です。

自社情報
設定画面に登録して
おくことで自動的に表
示されます。

過去に入力した
宛先一覧から選
択できます。

過去に入力した
商品一覧から選
択できます。

金額は数量Ｘ単
価で自動計算し
ます。

売価合計などの画
面下部の金額、数
量は自動計算しま
す。

デモ版から製品
版に切り替える
ときに使用しま
す。

設定を変更するときま
たは参照するときにに
使用します。

ホームペー
ジを表示しま
す。

画面のデータを伝
票形式で印刷しま
す。
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４．２．１　宛先の入力
宛先に会社名、部署、担当者を入力するときに入力の有無により伝票への
”様”、”御中”の付加の方法が変わります。組み合わせにより７種あります。
会社ではなく個人が宛先の場合はケース６になります。

ケース１ ケース２ ケース３ ケース４ ケース５ ケース６ ケース７
会社名 〇 〇 〇 〇
部署名 〇 〇 〇 〇
担当者 〇 〇 〇 〇
ラベル
の表示 様 御中 御中 様 様 様 なし
送り状
伝票
の表示 御中 御中 御中 御中 御中 様 なし
なお伝票の種類によっては、ラベル、送り状を印刷せず伝票（納品。請求）のみ印刷します。

４．２．２　明細データの入力
数量、単価を入力したときに計算可能であれば金額を自動計算し、画面にセットします。
また合計金額や消費税関連の金額も自動計算します。
最初の明細行の商品名が空白の場合はエラー入力とみなします。

４．２．３　外部データの入力
外部データ読込ボタンを押下するとuserdataフォルダーに存在するcsvファイルを
一覧表示します。
過去に書き出したデータは次のようなファイル名形式になっています。

（宛先名）ｙｙｙｙMMｄｄｈｈmmｓｓ.ｃｓｖ

一覧から選択すると入力画面にセットされます。
その時、金額や合計値、消費税などは再計算されます。

伝票番号設定がauto場合、画面上の伝票番号は自動で更新されます。
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４．３　自社データ
画面左上に位置する自社情報はこのまま伝票に印刷されます。自社情報は手入力するのではなく
設定画面を開いて登録してください。そうすれば伝票の入力画面を開くたびに自動的にセットされます。

４．４　出力
４．４．１　印刷

印刷ボタンを押下すると画面データは設定されている伝票形式で印刷されます。
伝票の形式については３．設定と６．伝票形式をご覧ください。
印刷後には下記のような画面を表示します。

はい 画面データを残します。伝票番号設定がauto場合、伝票番号は更新されます。
いいえ 画面データを消去します。伝票番号設定がauto場合、伝票番号は更新されます。
キャンセル プログラムを終了します。

４．４．２　ＰＤＦ出力
設定画面でプリンターにＰＤＦ出力ドライバー（例：Microsoft Print to ＰＤＦ）を指定すると
印刷ボタンを押下時に伝票イメージをＰＤＦファイルに作成できます。
作成先はuserdataサブフォルダーです。
ファイル名は次の形式で自動作成されます。

（宛先名）ｙｙｙｙMMｄｄｈｈmmｓｓ.pdf

注意： Microsoft Print to ＰＤＦ以外のＰＤＦドライバーを指定した場合、出力先ファイルの
指定を求められたり、プログラムがエラーを起こす場合があります。
初期導入時にテストで確認ください。

４．４．３　外部データ出力
外部データ保存ボタンを押下すると以下の画面を表示します。
保存ボタンを押下すると画面データは書き出されます。
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５．外部データ形式
外部データはuserdataサブフォルダーに書き出され。また読み込まれます。
外部データは複数行のｃｓｖファイル形式（カンマ区切り形式）です。
カンマと改行文字は制御用に使用しているため伝票データに含めることは禁止です。

最初の1行目はヘッダー行です。項目名がセットされています。39項目あります。
2行目以降はデータ行です。伝票データがセットされています。39項目あります。
データ行の左1項目目には伝票管理番号が存在し、1つの伝票データの行数分同じ番号がセットされています。
伝票管理番号の次の項目が行番号です。伝票管理番号と行番号は昇順でソートされていなければなりません。

外部データの形式例
ヘッダー行 伝票管理番号 行番号 入力日 伝票番号 品名・規格 商品コード 総合計額

1001 1
1001 2
1001 3
1001 4
1002 1
1002 2

データ行 1003 1
1003 2
1003 3
1003 4
1003 5
1003 6

各項目に関しては５．１　外部データ仕様をご覧ください。

なお印刷時には外部データと同じ形式で印刷データを作成しています。
これらのデータだけでは不足なためプログラムで印刷用の追加データ（印刷データ拡張域）を作成しています。
データは設定情報とプログラムの処理で作成しています。このデータを外部で用意することはできません。
参考のため５．２　印刷データ拡張域を掲載しました。

伝票の鏡部分の
データは全行同じ
内容

伝票の明細部分の
データは行ごとに
異なる内容
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５．１　外部データ仕様
番号 項目名 可能文字数 説明 印刷 管理用

1 伝票管理番号 設定に依存 伝票を個別に管理するためにつけられま
す。
伝票の改ページにはこの情報を使用してい
ます。

〇

2 行番号 1つの伝票に対し、明細行１～６の番号 〇

3 入力日 10 入力日　YYYY/MM/DD形式 〇
4 伝票番号 設定に依存 〇
5 日 10 伝票発行日　YYYY/MM/DD形式 〇
6 数量合計 7 小数点以下１桁まで指定可能 〇
7 売価金額合計 10 〇
8 品名・規格 20 〇
9 商品コード 13 〇

10 単位 4 〇
11 数量 10 小数点以下１桁まで指定可能 〇
12 売単価 10 小数点以下2桁まで指定可能 〇
13 売価金額 10 売価金額 〇
14 行備考 18 〇
15 税区分 10 外税：標準税率、　外税：軽減税率、　内税：

標準税率、　内税：軽減税率、　非課税
の5つの税区分文字列のうち一つをセットし
ます。
文字列が違っていると読み込みできませ
ん。

〇

16 宛先郵便番号 7 ハイフンなし 〇
17 宛先住所１ 20 〇
18 宛先住所２ 20 〇
19 宛先住所３ 20 〇
20 宛先会社 20 〇
21 宛先部署 20 〇
22 宛先担当者 20 〇
23 自社郵便番号 7 ハイフンなし 〇
24 自社住所１ 20 〇
25 自社住所２ 20 〇
26 自社住所３ 20 〇
27 自社会社 20 〇
28 自社部署 20 〇
29 自社担当者 20 〇
30 TEL FAX 30 〇
31 インボイス登録番号 13 〇
32 標準税対象額 10 〇
33 標準税金額 10 〇
34 軽減税対象金額 10 〇
35 軽減税金額 10 〇
36 非課税対象金額 10 〇
37 外税額 10 〇
38 内税額 10 〇
39 総合計額 10 〇
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５．２　印刷データ拡張域
番号 項目名 可能文字数 説明

40 標準税率％ 2 10の文字をセット
41 軽減税率％ 2 8の文字をセット
42 未使用 0 未使用
43 SAMPLE文字表示域
44 数量整数
45 数量小数点以下
46 数量合計整数 システムで使用
47 数量合計小数点以下
48 原単価整数
49 原単価小数点以下
50 振込先銀行支店 20 設定画面で指定
51 口座種類：普通、当座 10 設定画面で指定
52 口座番号 20 設定画面で指定
53 口座名義 20 設定画面で指定

54 摘要 255
設定画面で指定
カンマ、改行文字禁止

55 ラベル会社表示（御中）
56 ラベル部署表示（御中）
57 ラベル担当表示（様） システムで使用
58 伝票会社表示（御中）
59 伝票部署表示（御中）
60 伝票担当表示（様）
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６．印刷伝票形式
６種類の伝票形式を提供します。
この中から１種類選択して印刷することができます。
またこれらはＰＤＦファイルとして作成することもできます。

次ページ以降にサンプルを表示しました。
１：宛先ラベル＋送り状＋納品書明細６行
２：宛先ラベル＋送り状＋請求書明細６行
３：宛先ラベル＋送り状＋金額なし納品書明細６行
４：正＋控え　納品書明細６行
５：正＋控え　請求書明細６行
６：正＋控え　金額なし納品書明細６行

またお客様独自の形式の伝票を用意することができます。前提はデータ形式が
同じであることです。有償になりますがお問い合わせください。
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１：宛先ラベル＋送り状＋納品書明細６行

23



２：宛先ラベル＋送り状＋請求書明細６行
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３：宛先ラベル＋送り状＋金額なし納品書明細６行
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４：正＋控え　納品書明細６行
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５：正＋控え　請求書明細６行
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６：正＋控え　金額なし納品書明細６行

28


